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６年生第1セッション

自己主張って何？
所要時間
45分

目的
１．ピア･サポートの意味と6年生の授業で学習することを確認させる。

２．自己主張の仕方には大きく分けて、4パターンがあることを知らせ、その特徴をつかみ、違いがわかるようにさせる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「仲間・友だち」「支える・助ける」「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合う」｢周りの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣) 

□ポスター「6年生ピアの目標」
□提示用プリント①～④

□模造紙「今日のテーマ・目標・学習の流れ」
□モデル提示用台本
□モデル提示用映像「ザ・自己主張」「自己主張パターン2人目」「自己主張パターン3人目」「自己主張パターン4人目」、機材一式（プロジェクター、スクリーンなど）
□お助けカード

□プリントA「自己主張の4パターン」（児童数）
□第1回確認プリント（第1回ふり返り用紙と両面印刷：児童数）
□第1回ふり返り用紙（第1回確認プリントと両面印刷：児童数）　

般化維持プログラム

□ポスター「自己主張の4つのパターン」

□チャレンジ・プリント1，2（児童数）

□6年生ぴあぴあ新聞第1号（児童数）

児童の持ち物

□予告プリント

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

□筆記用具
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	活動項目
(所要時間/

累積:時間分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．はじめに(5分)

	ピア･サポートの説明(2/2)

6年生の授業目標の確認(3/5)


	· 今日から「ピア・サポート」の授業を始めます。
· この前、「ピア・サポートの授業が始まるよ！」というプリントを配りました。それを使ってピア･サポートの意味と、6年生は何を学習するかを説明しました。そのとき学んだ3つのことを確認します。

1．ピア・サポートの意味

・1つ目の確認は、言葉の意味です。「ピア・サポート」のピアは何という意味でしたか？

· そうですね。「仲間・友だち」という意味です。
・サポートの方はどんな意味でしたか？

· 「支える・助ける」という意味でした。

・では2つをつなげたピア･サポートとは、どんな意味になりますか？

・「仲間や友だち同士が、おたがいに支えあい、助け合う」という意味でした。
2．支え合い助け合う関係をつくるために大切な2つのポイント

· では、2つ目の確認です。

・このようにみんなが支え合ったり、助け合ったりするために、大事なことが2つありました。何と何ですか？
· 1つ目は、「周りの人を大切にする」ことでした。
· そして、2つ目は「自分を大切にする」でしたね。
・この授業では、この2つのポイントから、自分たちの普段の行動を見直していきます。
3．6年生の授業の目標

・3つ目の確認は、6年生で学習することについてです。6年生のピア･サポートでは何を学習しますか？

· そうですね。「自己主張」です。
· 「自己主張」とは、自分の考えや感情を周りの人に伝えることです。

· しかし、自分の考えや感情を思いつくままに、一方的に言えばよいわけではありません。それは、わがままとか、自分勝手と言うものです。これから学習する自己主張は、それらとは違います。

· 6年生が学ぶ自己主張は、どんな自己主張でしたか？

· そうです。「上手な自己主張」でしたね。「上手な」という言葉には、2つの意味がありました。何と何でしたか？

· 1つは自分の主張に「責任」をもつこと、もう1つは相手に対して「思いやり」を示すこと、でした。

· では、6年生のピア･サポートの授業、全体の目標を読んでみましょう。あそこにすでに貼ってあります。
→（一斉に音読させる）「上手な自己主張をができるようになろう」
· では、上手な自己主張を目指して、早速、今日の学習に入りましょう。

	｢仲間、友だち｣

「支える、助ける｣
「仲間や友だち同士が、おたがいに支えあい、助け合う」
「周りの人を大切にする」｢自分を大切にする｣
「自己主張」
「責任と思いやり」
「上手な自己主張ができるようになろう」
　　　　　　
	●フラッシュカード「ピア･サポート」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「仲間・友だち」｢支える・助ける｣「仲間や友だち同士が、おたがいに支え合い、助け合うこと」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「周りの人を大切にする」
「自分を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●（あらかじめ掲示）ポスター「上手な自己主張ができるようになろう」


	2．今日のテーマ・目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日のテーマと目標の説明
· こちらを見ましょう。今日は、自己主張についての1回目の授業です。1回目のテーマと目標を発表します。
テーマ：「自己主張って何？」
目標：４つの自己主張パターンを知ろう
· テーマや目標をしっかり頭に入れて、途中で何を学習しているか分らなくなったら、確認するようにしましょう。

2．今日の学習の流れの説明
· では、今日の学習の流れを説明します。

· ①の「はじめに」では、「ピア・サポートの意味」と、「大事な2つのポイント」、そして「6年生の授業の目標」を確認しました。

· 今は、②「今日の学習の説明」をしています。

· これから③の活動「この人どんな人？」を始めます。目標にある通り、自己主張には4つのパターンがあります。今日は、その4つのパターンについて詳しく学習します。

· それから④「確認」で、学習したことの確認をして、⑤「振り返り用紙」に感想を書いて終わります。


	
	●（あらかじめ黒板外に掲示）模造紙「授業のテーマ・目標・流れ」



	3.活動「この人どんな人？」(32分)

	モデル提示（3/9）

全体シェアリング(4/13)

個人活動（5/18）
グループ活動（4/22）
全体シェアリング（10/32）
行動パターンの説明（3/35）

これはどのパターンに当てはまるか（2/37）
まとめ(1/38)
	1．どんな自己主張の様子を見てみよう
· では、活動に入ります。
· まず映像を見てもらいます。映像には、4人の人が登場します。4人はクラスレクの係で、「次のクラスレクで何をするか」について話し合っています。

· みなさんは、4人が、それぞれどんな自己主張をしているか観察します。そして、これから配るプリントにその特徴を書き出します。では、プリントを配ります。配られたらすぐ名前を書きましょう。

· （プリント配付後）では、プリント問題を読みます。

→問題を読む。

· そして4人分の枠と、それぞれの自己主張が書かれています。

· 一番上に、｢本心｣という欄がありますね。4人の何をしたいのか、その本心を書き出しました。

→1人目から順に本心を確認。

· 次に、①「せりふ、言っていること」の欄があります。4人がどんなせりふを言ったかを書いておきました。

· みなさんが書くのは、その下の部分からです。

· ②には、「声の大きさや速さ」を書き入れます。例として、2人目の人のところがすでに埋まっていますね。「大きさはちょうどよい、少し早口」と書いてあります。これを参考に書いてみましょう。
· さらにその下には、③視線や姿勢としての「目や体の向き」や表情としての｢雰囲気｣について書きます。これもすでに例が書いてあるところがあります。参考にして、観察したことを書きましょう。
・そして、一番下に、「印象：一言で言うとどんな人？」という欄があります。映像を見て、このような自己主張をする人からどんな印象を受けたか、一言で言うとその人はどんな人だと言えるかを、書きます。

・4人の人を見るときは、服の色を目印にします。1人目の人は赤、2人目が黄色、3人目が青、4人目が白です。
· では、まずは映像を見ましょう。プリントを書く時間は後でとります。焦らずゆっくり見ましょう。

→モデル提示用映像を提示する。映像を見やすいように席を移動させるなど配慮する。（映像ではなく指導者と補助者が、実際にモデル提示をしてもよい。）
2．4つの主張パターンの特徴を捉える
· （モデル提示が終わったら）4つのパターンがわかったでしょうか。
· まず1人目について、一緒に考えてみましょう。1人目の人は、何をしたいと言っていましたか？
· 「ドッジボール」と言っていましたね。せりふは「ドッジボールが楽しいに決まってるじゃん！」でした。

· その言い方はどんな言い方でしたか？声の大きさや速さについて気づいたことを発表しましょう。
· 次に目や体の向き、表情はどうでしたか？
· では、このような自己主張の仕方は、一言で言うと、どんな人だといえるでしょうか。

· 「強引な人」、「相手の意見を聞かない」、「おしつける」などですね（児童の言葉を使ってまとめる）。
· では、2人目からもう一度映像を見せます。同じく、その言い方や体の動きなどについて、今度は個人で考えて、書きこむようにしましょう。

· （映像を見て）では、声の大きさ、視線、表情など見たことをそれぞれの欄に書きましょう。時間は１分です。

→以下、同様に映像を見せてから、1分の記入時間を繰り返し、4人目まで行う。書き途中でも「あとで書く時間をとるので、そこまでにしましょう」と言い、進める。

・では、今度は、グループになって、おたがいにどんなことを書いたか聞いてみましょう。自分が気づかなかったところは教えてもらって、書き込むようにしましょう。時間は3分間です。
· （3分経ったら）では、書いたことを発表しましょう。
２人目

声

普通、速い、早口
視線
表情
相手を見ていない、そっぽを向いている、手と足を組んでいる、無表情

印象

やる気がない、めんどうくさそう、はっきりしない、いやみっぽい、曖昧
３人目

声

小さい、遅い
視線

表情
下を見ている
暗い

印象

うじうじ、はっきりしない、自信がない、逃げ腰、気が弱い
４人目

声

よい、普通
視線

表情
みんなを見ている
笑顔、明るい

印象

まとめ役、リーダー、冷静
· みなさん、よく見ていましたね。
3．自己主張の4パターン
・自己主張には、いろいろなパターンがあります。いま見た4人はそれぞれのパターンの代表です。自己主張は、大きく4つに分けることができます。
· では、4つの特徴を説明します。その4つに、先生が動物のニック・ネームをつけました（児童生徒にどの動物が当てはまると思うか、質問しながら進めると退屈しない）。
・まず1人目です。1人目はライオンです。攻げきパターンです。

· 攻撃パターンは、自分の意見や気持ちを一番大事にして、相手の意見や気持ちは無視します。そして乱暴な言い方で自分の意見や気持ちを相手に押し付けます。
・2人目のパターンはキツネです。遠まわしの攻撃パターンです。

· 1つ目と同じでやっぱり「攻撃的」です。けれど、ライオンさんとの違いは、「言葉では乱暴なことを言わない」というところです。けれど、言葉で言わずに、態度や表情などで「いやだなぁ」とか｢不満｣だ、という感情を伝えています。つまり、言っていることと、していることがずれているのです。
· （実演しながら）「怒ってないよ」と言いながら、その言い方がムスッとしていて、とても怒っていないようには見えないパターンです。みなさんにも、そうしてしまった経験がありませんか？
・3人目はヤギです。受け身パターンです。

· 前の2つのパターンとは反対に、相手の意見や気持ちばかり考えて、自分の考えや気持ちは抑えてしまいます。意見を言ったとしても、はっきり言わず曖昧な言い方をしたり、小さな声で分らないように言ったりします。自分は我慢して相手に合わせるパターンです。
・最後の4人目は、フクロウです。上手な自己主張のパターンと言います。

· フクロウパターンは、自分の意見や感情をきちんと自分で確かめて、責任をもって主張します。しかしそれを押し付けるのではなく、相手の主張もしっかり聞きます。自分に責任をもち、相手に思いやりを持つことができます。
· 4つの自己主張の特徴はわかりましたか？
4.どこにあてはまる？
· では、これから私がいくつかの自己主張をしてみます。それぞれ、どのパターンに当てはまるでしょうか？みんなで当ててみましょう。
→クイズのように①～④までたずねる。言うときに、わかりやすいように下線部を指導者が演技をして示す。
· ①「これでいい？」と聞かれるとどんな意見でも、に　っこり笑って「いいよ」と答える。
　②周りが意見をたずねると、「いいんじゃない？」と言うが、その言い方が面倒くさそうで大きなため息をつく。
③相手の言ったことに対して「はぁ？（語尾を上げる）」と言って、にらみつける。
④「私はこっちの方がいいと思うけど、みんなはどうかな？」と自分の意見を言って、周りにも意見を聞く。
正解　①受け身、②遠まわしな攻撃、③攻撃、④上手な自己主張
・違いがしっかりわかりましたね。

5.活動のまとめ
・さて、皆さんは普段、この中のどの自己主張パターンに近いでしょうか。自分でも何となく、わかっている人が多いかもしれません。
・（★ゆっくり強調して）でも、私たちは、いつもこの４つのどれか一つのパターンで主張しているわけではありません。

· 学校ではヤギさんのように静かな人でも、おうちに帰って家族の前では突然ライオン！という人もいるかもしれません。

・そんなふうに、人はあるときは攻撃したり、あるときは受け身になったりしています。また2つのパターンをまぜて主張したりもしています。
・最後に1つだけ質問をします。この4つの　パターンの中で、一番、お互いを支え合ったり助け合ったりすることができるのは、どれでしょうか？

· そうですね。もちろんフクロウです。
· では、どうすればフクロウのような自己主張ができるでしょうか。次の授業からは、実際にフクロウの自己主張ができるようになるためのポイントを学習していきます。

	名前を描く
「ドッジボール」
「声が大きすぎ、速い」
「相手を見すぎていた」「身を乗り出していた」「怖い」

「強引な人」「おしつける」「怒ってる人」
1人ずつ記入する
グループになって相談する
発表する
「フクロウ」


	●プリントA「自己主張の4パターン」
◇プリント配付

●モデル提示用映像「ザ・自己主張」機材

◇映像提示
◇板書
◇2～4人目の映像再生

●お助けカード

◇活動の補助

◇板書

●フラッシュカード「攻げきパターン：ライオン」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード｢遠まわしな攻げきパターン：キツネ｣

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード｢受け身パターン：ヤギ｣

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「上手な自己主張パターン：フクロウ」

◇フラッシュカードの提示



	4.確認(3分)

	確認(3/41)
	· それでは今日学習したことの確認をします。「第1回確認プリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて待っていましょう。

→（少し時間をおいてから）空欄にキーワード「攻撃」「遠回しな」「受け身」｢上手な｣を確認。


	プリント記入
	●第1回確認プリント
◇第1回確認プリント配付

	5.振り返り用紙の記入(4分)

	振り返り用紙の記入と回収、次回の予告(4/45)
	· 最後に、今日の授業を振り返ります。プリントを裏返して振り返り用紙を見ます。1番から順に読んで、今日の授業について感じたことを記入しましょう。

・（児童の様子を見て）次回は、　月　日です。次からは、上手な自己主張パターンのフクロウになるにはどうしたらよいか、を具体的に学習していきます。
	振り返り用紙記入、提出
	●第1回振り返り用紙 
◇第1回振り返り用紙回収
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板書計画（案）
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はじめに、１～４の番号を振っておき、児童の意見を板書する。

４つのパターンを説明するときに、動物のフラッシュカードを番号の上に貼っていくようにする。
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